
麟
醐
紹
命

　　

@　

@
精
順
応
學
　
繊
㎡
高
高
縮
舳
纏
鰍

　
　
　
疑
り
に
多
く
の
書
籍
に
圃
続
さ
れ
る
我
々
に
、
そ
こ
に
丈
化
の
精
華
た
見

　
　
る
の
感
よ
り
も
、
む
し
ろ
丈
夫
の
胃
濱
に
癒
す
み
の
感
が
あ
ろ
。
時
定
共
に

　
　
浦
え
行
く
あ
ま
た
の
印
澗
物
一
わ
け
て
も
、
月
々
に
新
な
題
目
た
興
あ
り

　
　
げ
な
表
装
に
つ
つ
ん
で
逡
り
乾
す
維
玉
造
た
一
我
々
ば
滅
び
ん
噂
す
る
丈

　
　
化
の
表
徴
撫
し
て
見
に
し
な
い
か
。
少
く
定
も
文
化
の
本
質
に
建
っ
て
に
無

　
　
意
味
な
る
残
燈
定
思
ひ
に
し
な
い
か
O
新
附
に
眠
な
通
さ
ざ
り
し
二
日
は
、

　
　
か
へ
っ
て
、
我
々
の
心
｝
裡
に
、
薪
な
る
事
の
渇
昼
る
口
M
で
・
め
る
Q
・
て
れ
ほ
ざ
に
ま

　
　
で
所
謂
新
閣
雑
誌
に
皮
想
な
る
些
事
に
闘
に
つ
て
み
る
。

　
　
　
し
か
も
他
方
に
於
て
我
々
の
精
淋
生
活
に
日
々
に
新
な
る
内
容
な
産
み
新

　
　
な
ろ
領
域
に
逡
み
入
ろ
創
造
の
盆
活
で
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。
精
淋
の
世
界
に

　
　
於
て
に
、
侮
よ
り
も
精
瀧
が
求
め
ら
れ
る
。
奮
に
泥
み
、
古
き
に
執
す
る
は
、

　
　
六
ぐ
」
へ
・
忙
れ
が
〃
形
弐
に
煮
て
儲
μ
嬢
き
・
も
の
で
あ
っ
て
も
、
鴨
て
の
内
容
ぜ
精
紳

　
　
に
於
て
匡
幣
力
の
生
活
で
あ
り
緊
張
な
き
、
思
ひ
あ
が
れ
る
止
活
で
あ
る
。

　
　
精
選
の
世
界
に
於
て
に
、
カ
ン
レ
が
道
徳
の
世
界
に
射
て
語
つ
☆
如
く
甦
歩

09

@
に
あ
ら
ざ
れ
ば
退
歩
向
上
に
あ
ら
ざ
れ
ば
鐙
落
の
外
に
な
い
の
で
あ
る
。
し

11　
　
　
　
　
　
　
　
、
寄
賂
雑
誌
書
籍

か
も
向
上
進
歩
に
我
ミ
彼
ビ
の
切
磋
に
ま
つ
所
が
多
い
。
肉
膿
が
榮
養
な
外

よ
り
受
け
る
が
如
く
精
脚
の
糧
も
外
よ
り
來
る
事
が
多
い
。
日
々
に
新
な
る

糧
た
我
々
に
囲
う
も
の
に
、
そ
れ
こ
そ
眞
の
害
籍
雑
誌
で
あ
ろ
。

　
我
々
に
こ
こ
に
於
て
あ
っ
て
数
な
き
幾
多
の
書
籍
の
灰
ε
な
る
日
の
清
澄

為
思
ふ
定
此
ハ
に
．
、
債
億
多
き
書
籍
の
み
険
き
ほ
こ
る
丈
化
の
爾
た
思
ひ
カ

い
。
　
今
春
島
高
師
の
諸
氏
の
努
力
の
も
ミ
に
「
精
騨
科
學
」
定
題
す
ろ
年
四
飼

の
刊
行
物
た
見
る
に
到
つ
糞
の
に
、
異
色
あ
ろ
｝
本
の
花
た
我
國
の
學
界
に

遙
ら
れ
し
感
が
あ
ろ
O
我
々
に
そ
の
健
か
な
ろ
成
長
“
爆
心
か
ら
断
る
ビ
共

に
、
多
く
の
人
々
よ
り
充
分
の
愛
撫
の
あ
ら
ん
婁
か
願
ふ
も
の
で
あ
ろ
。

　
そ
こ
に
集
め
ら
れ
力
興
妹
多
き
五
編
の
論
丈
の
申
、
我
々
匡
中
に
も
古
典

的
な
る
香
り
商
き
西
勢
望
の
忠
孝
論
に
注
爵
さ
ぜ
ら
れ
る
。
「
生
命
自
勢
に

止
命
に
純
ら
に
し
て
到
る
所
止
命
で
あ
る
。
斯
る
生
命
ば
ご
の
や
う
に
も
生

き
ぬ
。
　
こ
の
や
う
に
か
生
き
れ
ば
己
れ
に
背
く
、
生
き
て
坐
さ
ざ
る
も
の
、

こ
れ
吾
人
の
所
謂
生
命
以
上
の
生
命
で
あ
る
。
」
「
知
れ
こ
も
虚
し
き
」
こ
の
太

虚
よ
り
捷
し
て
博
士
殺
生
命
定
法
則
の
二
つ
の
實
有
の
形
粗
か
建
か
れ
、
實

に
虚
に
よ
っ
て
成
る
所
以
な
詳
に
ゼ
ら
れ
ろ
。
虚
の
虚
な
る
も
の
に
淋
な
る

が
故
に
、
虚
に
於
て
萬
物
が
戎
ろ
書
ば
淋
に
穿
て
在
ろ
の
所
以
、
「
故
に
陶
川

草
木
悉
皆
成
佛
…
定
も
雷
ふ
、
」
定
云
に
れ
て
、
こ
こ
に
宗
数
の
位
地
た
明
に
さ

れ
ろ
O
し
か
も
盧
な
う
も
の
に
於
て
嚴
象
る
上
下
の
雇
別
定
、
魎
じ
て
一
な

る
亭
等
の
原
理
定
が
あ
る
事
為
示
さ
れ
、
そ
の
言
揚
か
ら
、
忠
ε
孝
の
深
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
五
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嵜
贈
維
誌
書
籍

蹴忌

f甜

ｽ
読
か
れ
て
る
ろ
O
全
編
為
涌
り
じ
て
深
姦
」
知
｝
患
に
唱
溝
…
ち
、
我
々
に
数
へ

ら
れ
ろ
庭
少
々
で
な
い
。

　
今
こ
こ
に
全
部
に
わ
六
っ
て
の
紹
介
に
短
き
頁
の
よ
く
す
る
所
で
に
な

い
。
　
普
遍
定
特
凶
鉢
の
關
係
の
問
題
に
就
て
純
粋
事
行
定
も
云
ふ
べ
・
き
羅
封
酌

賓
在
の
立
揚
よ
り
解
決
た
試
み
ら
れ
宏
河
瀬
氏
の
「
個
燈
化
の
原
理
、
」
教
育

箪
の
種
々
な
る
竈
張
の
要
黙
這
そ
の
批
評
電
な
明
快
に
も
の
さ
れ
六
佐
藤
氏

の
「
翌
翌
し
て
の
教
育
學
の
性
質
、
」
最
近
の
心
理
早
上
の
「
學
習
の
法
則
に
冒

す
る
論
争
」
た
豊
富
な
る
動
物
戦
勢
に
よ
っ
て
論
ぜ
ら
れ
六
久
保
博
士
の
情

交
、
及
び
岩
井
氏
の
「
ウ
ィ
ー
セ
の
關
係
思
こ
の
紹
介
等
い
つ
れ
も
興
味
深

き
も
の
、
直
接
に
同
書
に
就
て
見
ら
れ
ん
事
四
切
墓
す
る
。
（
高
坂
懐
抱
）

　　

@　

@　

@（
衷
椛
柏
薄
ﾚ
駒
割
銭
」
麟
齢
蹴
）

ー
レ

レ
｝
「
ー
レ
♪
』

寄
贈
雑
誌
書
籍

哲
學
雑
誌
、
丁
酉
倫
理
講
演
集
、
心
理
硯
究
、
凝
想
、
内
外
二
選
評
論
、
退

校
敷
育
、
数
育
畔
論
、
願
慧
、
信
濃
敏
育
、
束
颪
之
光
敏
育
學
衛
會
、
都
市

敏
育
、
生
理
學
研
究
、
國
民
史
語
、
敦
育
論
叢
、
佛
教
班
究
、
講
座

入
六

彙

報

教
育
學
研
究
例
會

十
月
二
十
入
昌
（
木
）
午
后
六
欝
欝
よ
り
學
生
集
町
所
南
室
に
於
い
て

　
中
江
藤
樹
虐
そ
の
薫
育
　
　
加
藤
精
一
憲

章
學
科
博
論
會

十
月
二
十
⊥
四
日
（
水
）
か
†
篇
加
七
時
よ
の
り
儲
雫
巫
集
密
口
膀
爾
富
一
に
於
い
て
天

野
助
敦
授
歓
迎
會
た
躯
れ
て

　
範
疇
亡
し
て
の
空
間
　
　
　
戸
坂
　
潤
君


